			2021第1,2,3 RUTC答えの現場(42)(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net

	2021年11月06 ～ 07日　週間祈りカード

	産業宣教 /　社会福祉専門家主管
福祉を行う理由　(使 13：1-4)
	伝道学
実る伝道運動　(使1：1-8)
	核心訓練
三つの集中祈り　(使1：8)

	△祈り-三つのことを味わうこと
・「上から与えられること」－御座、時空超越、237の光
・この三つが「私の中に」あるべき-創1:27、2:7、2:1-18
Iコリ3:16 -神様が私たちを神殿とされ神様の働きを成し遂げられる
・「必ずすべきこと」をすること－空前絶後

□序論_宣教の最も近くにあることが福祉
1.私を生かすべき(上から与えられることで9セッティング)
2.隣の人に9つが伝達可能
3.福祉行政現場に9つがセッティングされたのが作品で

□本論_集中すること三つ
1.肉体的福祉(生活集中) －霊的いやしという背景をおいて話されたこと
1)申10:18マコ12:40やもめ
2)出22:22親がいない子どもたち
3)出22:25貧しい者
△キリストを知っている福祉事業家がいるならば、霊的にとても伝えられるだろう。
キリストを知るということは、祈りで「上のこと」を味わって「私の中に」この祝福を味わうことができる力があるので「必ずすべきこと」という答えが出てくるのだ。

2.精神的福祉(黙想集中)
1)マタ11:28　疲れて重荷を負っている人はわたしのところに来なさい
2)マコ5:1-10精神病になった者
3)使8:4-8各種の病気に捕われて苦労している者
△このような人々に強い力を伝達して生き返らせければならない。

3.霊的福祉(制限的集中)
1)使3:1-12 　　2)使16:16-18　　3)使19:8-20

□結論
△福祉対象者が福祉対象者にならないように助けることが一番上手にする福祉だ。
1.霊的いやし(神様の祝福を分かるように) 
2.心、考えいやし
3.生活いやし
4.環境いやし
5.貧しさいやし
△現場に行けば大変だろうか。大変に見えるだけだ。そこにだまされてはいけない。







	□序論_ 40日
1.刻印　　2.根　　3.体質
△この時間を私はどのように味わうかがとても重要だ。みなさんが見つけ出さなければならない。
私は教役者だから早朝に始めたのだ。そうするうちにとても恵みを受けた。「24この祝福を味わわなければならない」この結論が出てきたのだ。伝道運動しながら最高の答えを受けたのが24だ。私は一週間のスケジュールと説教する内容が入っている紙を一週間ずっと持っている。説教を準備してするのではなく24祈りの中で神様が本当に願われること、信徒が答えられることに私が仕えることができるようにするのだ。こうしていると25が出てきた。このときから、永遠にあることを見るようになるから、正しいメッセージ、正しい答えを与えられるのだ。

□本論_ 9つのセッティングをもって実際的な目で見ること
1.Platform －私に来るしかないプラットフォームが作られるべき
1)御座　　2)時空　　3) 237光
△私がプラットフォームになる道- 24、25、永遠祈り

2.Watch Tower -多くの人々を生かせるように、見ることができるタワー
1)創1:27これが私の中に作られること
2)創2:7私の中に聖霊が働き、御座が臨むこと
3)創2:1-18エデンの園の祝福が私に回復

3.Antenna -深く通じるアンテナがあるべき、これが空前絶後
1)神様の絶対計画が見える。
2)空前絶後が見える。
3)ただ、唯一性、再創造の答えがくる。

□結論
1.私が主に向かって-聖書に祈りの答えを受けた人々を見ると、このような部分がたくさん出てくる。
2.主が私に向けて-反対に聖書にこのように記録している。
△同じ道だが方向が違う。この部分ができないのだ。これをしなければならない時刻表だ。本当に神様の恵みをたくさん受けるように時刻表を作ってあげるのだ。
	・朝－すべてのことが回復できるように集中祈り
・昼－全部答えを見つける時間
・夜－深い祈り(いやし、力、メッセージ整理)
合わせれば24 /　運動、呼吸必ずすべき


□序論
1.未信者:サタンに引きずり回される私→背景が地獄→わざわいがいつ来るかわからないので不安→この中にいる私(創1:27、創2:7、創2:1-18をなくしたこと)
2.他のことを味わう多くの信徒:御座の祝福を受けた私→他のこと(私)を味わう私→サタンが度々攻撃→創1:27を全く生かさないこと、創2:7を味わわないこと、創2:1-18奪われてしまった状態
3.24:御座の祝福が時空を超越して私に働く→ 237生かす光で神様がくださったかたち(創1:27)、私のたましい(創2:7)、創2:1-18回復する私の生命力の中に臨むこと

□本論_このとき、空前絶後の答えがくる。
1.制限された集中-他のことをしてはならない。
1)使1:1-8、14オリーブ山の契約に集中
2)使2:1-47契約を握って10日間集中
3)使3:1-12神殿の美しの門の足のなえた人をおいて集中、使8:4-8サマリヤでも集中
2.選択的集中-神様から与えられたことに集中
1)使6:1-7聖霊の満たし、信仰の満たし、知恵の満たしを祈り
2)使11:19-30ステパノの患難、神様がくださったことに選択された集中
3)使13:1-14初めての宣教師派遣、神様がくださったことに集中
4)使16:6-10マケドニヤへ、神様が選択されたこと
5)使19:1-7マルコの屋上の間で起きたことに集中
3.ワンネス集中-サタンは教会を倒そうとするため
1)使19:21、23:11、27:24私の意見を下ろして神様の契約でワンネスになるべき
2)ロマ16:25世々にわたって長い間隠されていたこと、
ロマ16:26今、神様が隠しておかれたこと、
ロマ16:27永遠にあることによってワンネス
3)ロマ16:20サタンがひざまずく働き

□結論_人生の結論
福音-すべてのこと、祈り－味わう、伝道－証拠

1.Remnant7人　　2.初代教会が味わったこと　3.5力が生まれる。

	2021第1,2,3 RUTC答えの現場(42)(社)世界福音化伝道協会　www.wedarak.net

	2021年11月06 ～ 07日　週間祈りカード

	聖日1部礼拝
エリヤの時代　(Ⅰ列19:1-8)
	Remnant礼拝
高校3年生のレムナントが持つべき力 (Ⅱ列2:9-11)
	聖日2部礼拝/神殿建築献身礼拝
ドタンの町を作ろう (Ⅱ列6:14-23)

	□序論_二つの答えを必ず出さなければならない。
会社員、事業家、指導者、90%のダメだという人々(40%放棄、50%苦闘)!どのようにしてこそ、何を見てしてこそ、うまくできるのか。
1.みなさん個人には重要な時刻表があり、残っている。個人と次世代、家系を生かす重要な時刻表が残っている。
2.指導者には必ず神様が準備した時代がある。時代を生かす内容を神様が準備しておられた。個人には時刻表で、指導者には時代だ。これを見ることができるべき
3.そのように力のわざを行ったエリヤが、この時刻表を分からないから落胆した。このとき、風、地震、火の中ではなく、かすかな細い神様の御声の中で答えが出てきた。－7,000人残しておいた。王を変える。エリシャを立てなさい。
△問題に会ったとき、多くの努力と苦闘も重要だが、神様の御声を正確に聞くべき。

□本論_神様は何を準備しておかれたのか。
1.みなさんの滅亡は神様の始まりだ。
1)奴隷、捕虜、属国、戦争にあったイスラエル。これが神様の始まり
2)福音がない者の迫害。これも神様の始まり
3)さらに死も始まり。終わりではない(使7:56)。ステパノのことから起こった迫害によってできたのがアンテオケ教会
2.みなさんが神様の働きを成し遂げる、神の子どもにだけ備えられたことがある。－主の御使いを送ってエリヤに力を与えられた
1)世の中の人々が知らない四十日四十夜を歩いていくほどの力を受けたエリヤ
2)世の中の人々が聞けないかすかな細い声で神様の御声を聞いたエリヤ
△みなさんが重要な答えを受けるとき、風のような、火のような力が必要なのではない。正確な神様のみことばが必要
3)御座の祝福が臨んで、時空超越の働きが起きて、237に主なる神様を説明したエリヤ
3.次世代と子孫、未来を生かす時刻表が残っている。
1)隠した100人の預言者が役割をする日がくる。
2) 7,000人の弟子がいる。彼らを生かさなければならない
3)必ず起きなければならないドタンの町運動準備しておかれた。
△私の終わりは神様の始まり。神様が何を準備されたのか。御座とみことばと御使いだ。最後の時刻表が残っている。ドタンの町で7,000弟子が集まり始めた

□結論_神様のホレブ山の契約を握りなさい。
1.9つのセッティング(Setting)をもって黙想運動を起こしなさい。
2.9つのセッティング(Setting)伝達していやし運動を起こしなさい。
3.9つのセッティング(Setting)をもって作品を作って文化を生かしなさい。
	一生行かなければならないエネルギー－生命線(二つ)
祈り-霊的なことが生き返る　　呼吸-からだが生き返る(脳)
創2:7、エゼ37:1-10、ヨハ20:22、Iコリ12:13

□序論
1.急務にすること
1)深い祈り－かすかな細い声で神様がみことばをくださった。
2)深い呼吸　　3)深い黙想－深い黙想、または、勉強をしなさい。
△これを24するとき、とてもすばらしい力が出てきて、しなければ一番弱くなることが「脳と霊的状態」だ。
2.長期的な選択－正しく成功することを選択しなさい。
1)サミットタイム－創1:27、ヘブ4:12 
2)サミット戦略-最高に行くことができるパートを選択しなさい。
3)サミット答え－どの学科を選択して、どのようにすればサミットの答え受けるのかにより、一生が決定される。
3.人生最大に決断を下す選択
1)いのちかけるタラントを見つけることだ。－θが造られた私
2)いのちをかける専門性が出てこなければならない－θがくださった私のこと
3)いのち生かす現場性を見つけなければならない－-θがくださった私の現場

□本論_三つの運動
1.ホレブ山運動
1)I列19:1-8エリヤはみな終わったと言ったが、神様は主の御使いを送られた。
2)I列19:18エリヤが私だけ残ったと言ったが、神様は7千弟子を残された。
3)I列19:19-21彼らが私のいのちを求めていると言ったが、神様はエリシャを準備された。
2.ヨルダン運動
1)Ⅱ列2:1-8色々な所通過しながらも絶対にあきらめなかった。
2)Ⅱ列2:9霊の二つの分け前をくださいと言った場所がヨルダンを渡る直前だった。
3)Ⅱ列2:10-11そして、ヨルダンを渡りながら、ものすごい力を与えてくださった。
3.ドタンの町運動
1)Ⅱ列6:6-11アラム軍隊がどのように動くのかエリシャがすべて知っていた(霊的身分)
2)Ⅱ列6:14-17アラム軍隊が攻め込んだが、天の軍勢がアラム軍隊よりさらに多かった(霊的背景)
3)Ⅱ列6:18-23アラム軍隊の目がみな見えなくなったが殺さないでもてなした(霊的権威)

□結論
9つをセッティングしなさい
△9つをセッティングする勉強をしなさい。そして、その作品を残しなさい。大学はどこへ行ってもかまわない。神様が私のタラントを与えて、立てることを選択しなさい。
	祈り、礼拝、ともに礼拝する神殿
-9つのセッティング-
□序論_御使い(創28:12ヤコブ－主の使い)
1.真の弟子
1)出エジプト(出14:19) －主の使いが先に、後から
2)ダビデ(詩103:20-22) －主のみことばを成し遂げる御使いたちよ
3)ドタンの町(Ⅱ列6:16) －天の軍隊がはるかに多かった。
2.真の預言者
1)Ⅱ列6:6-12エリシャはアラム軍隊がどこにくるのかすべて知っていた(霊的身分)
2)Ⅱ列6:13-17アラム軍隊がドタンの町を囲んだが火の馬と火の戦車が動員された(霊的背景)
3)Ⅱ列6:18-23目が見えなくなったアラム軍隊に食事接待、再び攻めてこなかった(霊的権威)
3.真の教会
1)三位一体の神様が臨在されると同時に、神様が主の御使いを派遣されるのが教会だ。
2)御座、時空超越、237の光が臨むのが教会だ。
3)創1:3いのちの光、イザ60:1-2栄光の光、Iペテ2:9が光を現わすために　あなたがたを呼ばれた。これが教会で、ドタンの町だった。

□本論_天の軍勢(教会は霊的戦争する所、したがって、単なる御使いだけではなく、火の馬と火の戦車を送られた)
1.契約の流れ－出エジプトから今まで契約の流れがある。ここに天の軍勢を送られる。
1)幕屋中心　2)契約の箱-その中に契約が入っている　3)三つの祭り
2.準備された弟子が集まっているドタンの町
1)隠した100人の預言者　2)バアルにひざをかがめなかった7000弟子
3)ギルガル、エリコ、ベテル通過するたびに預言者のともがらが集まっていた
3.世界を生かすうわさに変わった現場
1) 237か国に伝達―アラムの国が世界を動かしていたので237か国で伝達された
2)いやしの働き-イスラエルもアラム軍隊もみな生かされた。神様が火の馬と火の戦車を動員させて保護された。
3)サミット-結局はサミットだ。

□結論_御座の祝福が臨むしかない
1.ただのプラットフォームを作りなさい。
2.唯一性を持って世界を守ることができる展望台(Watch Tower)を作りなさい。
3.再創造を成し遂げる霊的に通じるアンテナ(Antenna)を立てなさい。
△これがドタンの町で、マルコの屋上の間だ。その神殿を私たちは準備しなければならない。問題は偽物の答えにだまされてはならないと、くださったのだ。危機は本当に世界福音化しなさいとくださったのだ。
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祈


り


の


中で神様が本当に


願われる


こと、


信徒


が


答えられる


こと


に


私が


仕える


ことができるようにする


の


だ。


こうして


いると


25


が出


て


きた


。


この


とき


から


、


永遠にあることを見る


ように


なる


から


、


正しいメッセージ、正しい答


え


を与えられる


の


だ。


 


 


□本論


_ 9


つの


セッティングを


も


って実際的な目で見ること


 


1.


Platform 


−


私に


来る


し


か


ないプラットフォームが作られ


る


べき


 


1)


御座


  


2)


時空


  


3) 237


光


 


△私がプラットフォームになる道


-


 


24


、


25


、


永遠祈り


 


 


2.


Watch Tower 


-


多くの人々を生かせるように、見ることができるタワー


 


1)


創


1:27


これが私の


中に


作られること


 


2)


創


2:7


私の中に聖霊が


働き


、御座が臨むこと


 


3)


創


2:1


-


18


エデンの園の祝福が私に回復


 


 


3.


Antenna 


-


深く通じるアンテナがあ


るべき


、これが空前絶後


 


1)


神様の絶対計画が見える。


 


2)


空前絶後が見える。


 


3)


ただ、唯一性、再創造の


答


え


がくる。


 


 


□結論


 


1.


私が


主


に向かって


-


聖書に祈り


の


答


えを


受けた人々を見ると


、


このよう


な部分がたくさん出て


くる。


 


2


.


主が


私に向


けて


-


反


対に聖書にこのように記録している。


 


△同じ


道


だが方向が違う。


この部分


が


でき


ない


の


だ。


これをしなければ


ならない時刻表


だ


。


本当に神様の恵みをたくさん受けるように時刻表を


作


って


あげる


のだ。


 


・


朝


−


すべ


ての


こと


が回復できるように集中祈り


 


・


昼


−


全部答えを


見つける


時間


 


・


夜


−


深い祈り


(


いやし


、


力


、メッセージ整理


)


 


合わせれば


24 /


 


運動、呼吸必ず


すべき


 


 


 


□序論


 


1.


未


信者


:


サタンに


引きず


り


回される


私


→


背景が地獄


→


わざわいがいつ


来


る


か


わからない


ので


不安→


この


中に


い


る私


(


創


1:27


、


創


2:7


、


創


2:1


-


18


を


なくしたこと


)


 


2.


他の


こと


を


味わう


多くの


信徒


:


御座の祝福を受けた私


→


他の


こと


(


私


)


を


味わう


私→サタンが度々攻撃→創


1:27


を全く生かさないこと、創


2:7


を


味わわ


ない


こと


、創


2:1


-


18


奪われてしまった状態


 


3.


24:


御座の祝福が


時空


を超越して私に


働く


→ 237


生かす光で


神様が


くだ


さった


かたち


(


創


1:27)


、


私の


たましい


(


創


2:7)


、


創


2:1


-


18


回復する


私


の生命力


の


中に臨むこと


 


 


□本論


_


この


と


き


、空前絶後


の


答


え


がくる。


 


1.


制限された集中


-


他の


ことを


し


ては


ならない。


 


1)


使


1:1


-


8


、


14


オリーブ山


の


契約に集中


 


2)


使


2:1


-


47


契約


を


握って


10


日間集中


 


3)


使


3:1


-


12


神殿


の


美しの


門


の


足の


なえた


人


を


お


いて集中、使


8:4


-


8


サマリ


ヤ


でも集中


 


2.


選択的集中


-


神様


から


与えられた


ことに集中


 


1)


使


6:1


-


7


聖霊


の


満たし


、信仰


の


満たし


、知恵


の


満たしを


祈り


 


2)


使


11:19


-


30


ステパノの患難、神様


が


くださった


ことに選択された集中


 


3)


使


13:1


-


14


初めての宣教師派遣、神様が


くださった


こ


とに集中


 


4)


使


16:6


-


10


マケドニヤ


へ


、神様が選択されたこと


 


5)


使


19:1


-


7


マルコの


屋上


の


間


で


起きたことに集中


 


3.


ワンネス


集中


-


サタンは教会を


倒そうとするため


 


1)


使


19:21


、


23:11


、


27:24


私の意見を下ろして神様の契約で


ワンネス


に


なるべき


 


2)


ロマ


16:25


世々に


わたって


長い間


隠されて


いた


こと、


 


ロマ


16:26


今


、


神様が隠しておかれたこと


、


 


ロマ


16:27


永遠にあること


によって


ワンネス


 


3)


ロマ


16:20


サタンがひざまずく


働き


 


 


□結論


_


人生の結論


 


福音


-


すべてのこと


、祈り


−


味わ


う


、伝道


−


証拠


 


 


1.


Remnant7


人


  


2.


初代教会が


味わった


こと


 


3


.


5


力が


生まれる


。


 




( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net   （翻訳監修： jcmessage.jp ）    

    2021 第 1,2,3 RUTC 答 え の現場 ( 42 )( 社 ) 世界福音 化 伝道協会   www.wedarak.net  

2021 年 11 月 06  ～   07 日   週間祈りカード  

産業宣教   /   社会福祉専門家主管   福祉を行う理由   ( 使   13 ： 1 - 4)  伝 道学   実る伝道運動   ( 使 1 ： 1 - 8)  核 心訓練   三つの集中祈り   ( 使 1 ： 8)  

△祈り - 三 つのことを 味わう こと   ・ 「 上から 与えられる こと 」 － 御座、 時空 超越、 237 の光   ・ この三 つが 「 私の中に 」 あるべき - 創 1:27 、 2:7 、 2:1 - 18   I コリ 3:16  - 神様が私たちを神殿 とされ 神様の 働き を 成し遂げられる   ・ 「 必ず すべきこと 」 を すること － 空前絶後     □序論 _ 宣教 の 最も近く に あることが福祉   1. 私を生か す べき ( 上 か ら 与えられる ことで 9 セッティング )   2. 隣の人に 9 つ が伝達可能   3. 福祉行政現場に 9 つが セッティングされたのが作品で     □本論 _ 集中すること三 つ   1. 肉体的 福祉 ( 生活 集中 )  － 霊的 いやし という背景を お いて話されたこと   1) 申 10:18 マコ 12:40 やもめ   2 ) 出 22:22 親 が いない子 ども たち   3) 出 22:25 貧しい者   △キリストを知っている福祉 事業 家 が い るならば 、 霊的にとても伝えら れるだろう。   キリストを 知る という ことは、 祈りで 「 上のこと 」 を 味わって 「 私の中 に 」 この 祝福を 味わう ことができる 力があるので 「 必ず すべき こと 」 と いう答 え が出てくる の だ。     2. 精神的福祉 ( 黙想集中 )   1) マタ 11:28   疲れ て 重 荷 を 負って いる 人 は わ たしの ところに 来なさい   2) マコ 5:1 - 10 精神病 に なった 者   3) 使 8:4 - 8 各種 の 病気に捕われて苦労 している 者   △このような人々に強い力を伝達して生き 返 ら せ ければならない。     3. 霊的福祉 ( 制限的集中 )   1) 使 3 :1 - 12     2 ) 使 16:16 - 18    3) 使 19:8 - 20     □結論   △福祉対象者が福祉対象者 に ならないように助けることが一番上手にす る福祉だ。   1. 霊的 いやし ( 神様の祝福を分かるように )    2. 心、考え いやし   3. 生活 いやし   4. 環境 いやし   5. 貧 しさ いやし   △現場 に 行けば大変 だろうか。 大変に見えるだけだ。 そこにだまされて はいけない。                □序論 _ 40 日   1. 刻印    2. 根    3 . 体質   △この時間を私はどのように 味わう かがとても重要だ。 み な さんが 見つ け 出さなければならない。   私は教役者だから 早朝 に始めたのだ。 そうするうちにとても恵みを受け た。 「 24 この 祝福 を 味わ わ なければならない 」 この 結論が出てきたのだ。 伝道運動しながら最高 の 答 えを 受けたのが 24 だ 。 私は一週間のスケジュ ールと説教する内容が入っている紙を一週間ずっと持っている。 説教を 準備してするのではなく 24 祈 り の 中で神様が本当に 願われる こと、 信徒 が 答えられる こと に 私が 仕える ことができるようにする の だ。 こうして いると 25 が出 て きた 。 この とき から 、 永遠にあることを見る ように なる から 、 正しいメッセージ、正しい答 え を与えられる の だ。     □本論 _ 9 つの セッティングを も って実際的な目で見ること   1. Platform  － 私に 来る し か ないプラットフォームが作られ る べき   1) 御座    2) 時空    3) 237 光   △私がプラットフォームになる道 -   24 、 25 、 永遠祈り     2. Watch Tower  - 多くの人々を生かせるように、見ることができるタワー   1) 創 1:27 これが私の 中に 作られること   2) 創 2:7 私の中に聖霊が 働き 、御座が臨むこと   3) 創 2:1 - 18 エデンの園の祝福が私に回復     3. Antenna  - 深く通じるアンテナがあ るべき 、これが空前絶後   1) 神様の絶対計画が見える。   2) 空前絶後が見える。   3) ただ、唯一性、再創造の 答 え がくる。     □結論   1. 私が 主 に向かって - 聖書に祈り の 答 えを 受けた人々を見ると 、 このよう な部分がたくさん出て くる。   2 . 主が 私に向 けて - 反 対に聖書にこのように記録している。   △同じ 道 だが方向が違う。 この部分 が でき ない の だ。 これをしなければ ならない時刻表 だ 。 本当に神様の恵みをたくさん受けるように時刻表を 作 って あげる のだ。  ・ 朝 － すべ ての こと が回復できるように集中祈り   ・ 昼 － 全部答えを 見つける 時間   ・ 夜 － 深い祈り ( いやし 、 力 、メッセージ整理 )   合わせれば 24 /   運動、呼吸必ず すべき       □序論   1. 未 信者 : サタンに 引きず り 回される 私 → 背景が地獄 → わざわいがいつ 来 る か わからない ので 不安→ この 中に い る私 ( 創 1:27 、 創 2:7 、 創 2:1 - 18 を なくしたこと )   2. 他の こと を 味わう 多くの 信徒 : 御座の祝福を受けた私 → 他の こと ( 私 ) を 味わう 私→サタンが度々攻撃→創 1:27 を全く生かさないこと、創 2:7 を 味わわ ない こと 、創 2:1 - 18 奪われてしまった状態   3. 24: 御座の祝福が 時空 を超越して私に 働く → 237 生かす光で 神様が くだ さった かたち ( 創 1:27) 、 私の たましい ( 創 2:7) 、 創 2:1 - 18 回復する 私 の生命力 の 中に臨むこと     □本論 _ この と き 、空前絶後 の 答 え がくる。   1. 制限された集中 - 他の ことを し ては ならない。   1) 使 1:1 - 8 、 14 オリーブ山 の 契約に集中   2) 使 2:1 - 47 契約 を 握って 10 日間集中   3) 使 3:1 - 12 神殿 の 美しの 門 の 足の なえた 人 を お いて集中、使 8:4 - 8 サマリ ヤ でも集中   2. 選択的集中 - 神様 から 与えられた ことに集中   1) 使 6:1 - 7 聖霊 の 満たし 、信仰 の 満たし 、知恵 の 満たしを 祈り   2) 使 11:19 - 30 ステパノの患難、神様 が くださった ことに選択された集中   3) 使 13:1 - 14 初めての宣教師派遣、神様が くださった こ とに集中   4) 使 16:6 - 10 マケドニヤ へ 、神様が選択されたこと   5) 使 19:1 - 7 マルコの 屋上 の 間 で 起きたことに集中   3. ワンネス 集中 - サタンは教会を 倒そうとするため   1) 使 19:21 、 23:11 、 27:24 私の意見を下ろして神様の契約で ワンネス に なるべき   2) ロマ 16:25 世々に わたって 長い間 隠されて いた こと、   ロマ 16:26 今 、 神様が隠しておかれたこと 、   ロマ 16:27 永遠にあること によって ワンネス   3) ロマ 16:20 サタンがひざまずく 働き     □結論 _ 人生の結論   福音 - すべてのこと 、祈り － 味わ う 、伝道 － 証拠     1. Remnant7 人    2. 初代教会が 味わった こと   3 . 5 力が 生まれる 。  

